
ア

ク

ロ
ポ

リ

ス
美

術

館

の

ア

ル
カ

イ

ッ
ク

彫

刻

伊

療～

慶

之

助

ア

テ
ネ
、

ア
ク

ロ
ポ

リ

ス
の
丘

は
、
束

と
束
寄
り

の
南
北

は
、

す
ぐ
丘

の
近
く

ま
で
街

が
せ
ま

っ
て

い
る

が
、

南
西

か
ら
北
西

に
か
け

て
は
、
低

地
を
は

さ
ん

で
、

ブ

イ

ロ
バ

ッ
ボ

ス
、
プ

ニ
ッ
ク

ス
、

ア

レ
オ

パ
ゴ

ス
の
三

つ
の
丘

が
、

糸
杉

な
ど

の
樹
林

に

お
お
わ
れ

て
昔

の
面
影

を
保

っ
て

い
る
。

ペ
リ
ク

レ

ス
時
代

に
は
、

プ

ニ

ッ
ク

ス
の
丘
に
プ

ニ

ッ
ク

ス
民
会
議

所
が
あ

っ
て
、

こ
れ

か
ら
北

ヘ
ア
ゴ

ラ

に
か
け

て
、

民
衆

裁
判
所

の
法

廷
、

南

の
列
柱
廊

(
ス
ト

ア
)
、

南

東
噴
水
亭
、

ヘ
ル
メ

ス
の
列
柱
廊

、

南
西
噴

水
亭
、

ゼ
ウ

ス
の
立

像

の
あ
る
列
柱
廊

、

造

幣
所
、
高

官

の
住
宅

な
ど
が
建
ち

な
ら

ん
で
、

ペ
リ
ク

レ

ス
時

代

の
、

ア
テ
ネ

の
重
要

な
中
心
街

だ

っ
た
ら
し

い
。

今
、

ア

レ
オ
パ
ゴ

ス
の
丘

か
ら
北

を
見
る
と
、

ア
ゴ

ラ

い

っ
た

い
に
か
け

て
、

こ
れ
ら

の
発
掘

し
た

建
築

の
遺

跡

に
か

こ
ま
れ

て
、

低

い
丘

に
テ

セ
イ

オ

ン
神

殿

の
し

ょ
う
し

ゃ
な
姿

が
見

お
ろ

せ
る
。

昭
和

四

二
年
七
月

二

一
日
は
、
満

月

だ

っ
た

の
で
、

私

は
夕
暮

か
ら

ア
ク

ロ
ポ

リ

ス
に
上

っ
て
、

パ

ル
テ
ノ

ン
神

殿

の
東

の
石
段

に
腰
を
お

ろ
し
、
低

く
見

え
る

ア
ク

ロ
ポ
リ

ス
美

術
館

の
屋
根

の
上

に
の

ぼ
る
満
月

を
観
賞

し

よ
う
と
考
え

て
い
た
。

満
月

の
夜

は
、

ア
ク

ロ
ポ
リ

ス
の
門
を
市

民
に
開
放

す

る

こ
と

に
な

っ
て

い
る

の
で
、

そ
の
夜

は
月

見

の
人
出

で
大
変

な

こ
と

に
な
る
と
、

ホ
テ

ル
の
ボ
ー

イ
か
ら
聞

い
て
、
急

に
考
え
を
変
え

、

フ
イ

ロ
バ

ッ
ボ

ス
の
丘
に

あ

が

っ
た
。

糸

杉

や
雑

木

の
間
か
ら
、
低
地

を
越

え

て
、

パ

ル
テ

ノ

ン
神

殿
が
夕
陽

を
受

け

て
、

同

じ
高

さ

で
視

野

に
入
る
。

エ
レ
ク

テ
イ
オ

ン
神

殿
か
ら
、

プ

ロ
ピ

ュ
ラ

イ
ァ

(
前

門
)

の
長

い
石
段

に
目
を

移
す
と
、
月

見

の

人
達

で
あ

ろ
う
、
蟻

の
よ

う
に
小
さ

な
人
影

が
、

夕
陽

を
受

け

て

無
数

に
動

い
て
い
る
。

こ
ち
ら

の

ブ
イ

ロ
バ

ッ
ボ

ス
の
丘
は
、

ほ
と

ん
ど

人
影

が
な

い
。
陽

が
沈
む

あ

い
だ
、

糸
杉

の
樹
林

の
小

道
を
歩

い
て
、

ア

レ
オ

パ
ゴ

ス
の
丘

に
出

て
み
た
。

ア
ゴ

ラ

ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
美
術
館
の
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
彫
刻
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ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
美
術
館
の
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
彫
刻

に
新

し
く

建

っ
た
、

ビ
ブ

リ
オ

テ

ッ
ク
、

ア
ド
リ

ア

ン
や
隣
り

の
古

い

ビ
ザ

ン
チ

ン
寺
院

な
ど
を

ぼ
ん

や
り
な

が
め

て

い
る
う
ち

に
、

辺
り

は
薄

暗
く

な

っ
て
き

た
。

ブ
イ

ロ
バ

ッ
ボ

ス
の
丘

に
戻

る
と
、

パ

ル
テ

ノ
ン
神

殿
か
ら
少
し

南

に
逸

れ

て
、

晴
れ
渡

っ
た
夕
暮

の
空

に
、
大

き

い
満

月
が
顔

を
出
し

て

い
た
。

ニ
ケ
神

殿

の
石
段

辺
り

に
、

人
影
ら

し

い
も

の
が
動

く
よ
う

に
も

見
え

る
が
、
蟻

の
よ

う
な
月

見

の
人

出
は
夜

の
幕

に
と
ざ
さ
れ

て
、

煙

々
と

照
り
映

え
た
満

月

の
光

り

が
、

パ

ル
テ
ノ

ン
神

殿

の
南

面
列
柱

に
あ

た
り
、

吸

い
込

ま
れ

る
よ
う
な
白

さ

に
浮

い
て
見
え

る
。

パ

ル
テ
ノ

ン
神
殿

は
、

西
方

フ
リ

ー
ズ
の

一
部

と
破

風

に
、

わ

ず
か
に
古
代

の
彫
刻

が
残

さ
れ

て
い

る
が
、
多

数

の
優

れ

た
彫
刻
は
、
外

国

に
流
出

し

て
、

ロ
ン
ド

ン

の
国
立

美
術
館
、

巴
里

の

ル
ー
ブ

ル
美

術
館

な
ど
を
見

な

い
と
、

ギ

リ

シ

ャ
古
典

時
代
、

ヘ
レ

ニ
ズ

ム
時

代

の
彫
刻

は
、

全
貌

を
知
る

こ
と

は

で
き
な

い
。

今
、

ロ
ン
ド

ン
の
国
立
美
術

館

の
ギ

リ

シ

ャ
の
室

で
、

パ

ル
テ

ノ

ン
神

殿
、
東
方

破
風

に
飾
ら
れ

て

い
た

「
女
神
」

の
前

に
立

つ
と
、

溜
息

が

で
る
。
渓

流

の
水

の
流

れ

る
よ

う
な

薄
ぎ

ぬ

の
美
し

い
リ

ズ

ム
、

そ

の
薄

ぎ

ぬ

に
包
ま
れ

た
み

つ
み

つ
し

い
芳

醇
な
女

人

の
肌

の
美

し
さ
。

パ

ル
テ
ノ

ン
神
殿

の
、

崩
れ
落

ち

た
東
方

破
風

の
下

に
立

っ
て
、

古
代
、

そ
の

「
女

神
」

の
飾
ら

れ

て

い
た
位

置

に
、

あ

の
み

つ
み

つ
し

い
彫
刻

を

置
い
て
み

る
と
・

ま

る

で
夢

の
よ
う
な
奇

跡

に
思

え

て
な
ら
な

い
。

オ
リ

ン
ピ

ア

の

「
ゼ
ウ

ス
神

殿
」

の
東

西
破
風

の
無

数

の
彫
刻

は
、

遺
跡

か
ら

オ
リ

ン
ピ
ア
美

術
館

の
大
き

い
室

に
移
さ
れ
、

古
代
破

風
に
飾
ら
れ

て
い
た
原
型

の
ま

ま

に
、

三
角
形

に
構
成

さ
れ
、
東

と
西

の
壁

に
向
合

っ
て
陳

列
さ
れ

て

い
る

が
、

パ

ル
テ
ノ

ン
神

殿

の
破

風

彫
刻

が
、

オ

リ

ン
ピ

ア
の
よ

う
に
全
貌
を

ま
と
め

て
見
る

こ

と
が

で
き
れ

ば
、

ど
ん
な
す
ば

ら
し

い
こ
と

に
な
る
だ

ろ

う
。
し

か
し
世

界

の
各
地

の
美
術

館
、

個
人

の

コ
レ
ク

シ

ョ
ン
に
散
逸
し

て
し
ま

っ
た
今

日
で
は
、

と

う
て

い

不
可
能

で
あ

る
。

パ

ル
テ
ノ

ン
神

殿
東
方

フ
リ

ー
ズ

の

「
ア

テ
ナ
イ

の
顕

官
連
」

同

じ
く
東
方

フ
リ
ー
ズ

の

「
神

々
の

集
団
」

は
、

ロ
ン
ド

ン
国
立
美
術
館

に
陳
列

さ
れ

て

い
る
が
・

こ

の

「
神

々
の
集

団
」

の

一
部
、

ア

ル
テ
ミ

ス
、

ア
ポ

ロ

ン
、

ポ

セ
イ
ド

ン
を
現
し

た
浮

彫

は
、
は

な
さ

れ

て
ア
ク

ロ
ポ

リ

ス
美
術
館

に
な
ら
ん

で
い
る
。

そ
れ

か
ら
、
東
方

フ
リ
ー
ズ

の

「
祭

器
を

運
ぶ
少
女

た

ち
」

の
五

人
の
少
女

が
祭

器
を
持

っ
て
並
ん

で
歩

く
浮

彫
は
、

ロ
ン
ド

ン
国
立
美
術
館

に
あ

る
が
、

同

じ

「
祭

器
を
運

ぶ
少
女

た
ち
」

の
五
入

の
少
女

が
向
き

合

っ
て

い
る
浮

彫
は
、

ル
ー
ブ

ル
美

術
館

に
陳
列

さ
れ

て

い
る
。

又
、

パ

ル
テ

ノ

ン
南
面

フ
リ
ー
ズ

の

「
ラ
ピ

タ
イ
人
と

ケ

ン
タ
ゥ

ロ
ス

の
争
闘
」

の
連

作
は
、

ロ
ン

ド

ン
国

立
美
術

館

に
陳

列
さ
れ

て

い
る
が
、

そ

の
連

作

の

一
つ

は
、

ラ
ピ

タ
イ
人
も

ケ

ン
タ
ウ

ロ
ス
も
頭
部

が
無
く

な

っ
て

い
る
。
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こ

の
ラ
ピ
タ

イ
人

の
頭
部

は

ル
ー
ブ

ル
美

術
館

に
、

ケ

ン
タ
ウ

ロ
ス
の
頭
部

は

ア
テ
ネ
、

ア
ク

ロ
ポ

リ

ス
美

術
館

に

そ
れ

ぞ
れ

所
蔵

さ
れ

て

い
る
。

こ
ん
な

工
合

で
、

パ

ル
テ

ノ

ン
の
破
風

彫
刻
、

フ
リ

ー
ズ
な
ど
も

各
国

そ
れ

ぞ
れ

に
別
れ

て
陳

列

さ

れ

て

い
る
場

合

も
あ

っ
て
、
東
方

破

風
だ
け

を
考

え

て
み

て
も
、

と

う

て

い
不
可

能

で
あ

る
。

紀

元
前

四
八
〇
年
、

ペ

ル
シ

ャ
軍

ア
テ
ネ
侵

入
で
、

徹
底

的

に
破
壊
さ
れ

た
ア

ク

ロ
ポ
リ

ス
の
神
域

は
、
戦

後

の
復

興

の
さ

い
、
破

損

し
た
彫
刻

な

ど
を
地
な
ら

し

の

為

に
、
地

ド
に
埋
め

て
し

ま

っ
た
。

近
世

に
な

っ
て
、
学

者

の
本

格
的

な
研
究

と
発
掘

が

始

め
ら
れ

る
ま

で
、

こ
れ

ら
貴
重

な

彫
刻

は
、

約

二
〇

〇
〇
年

の
星

霜
を
、

こ
の
ア
ク

ロ
ポ
リ

ス
の
遺
跡

の
土
中

に
、
全

く
忘
れ
去

ら
れ

て

い
た

の
で
あ
る
。

ア

ク

ロ
ポ

リ

ス
美
術

館

は
、

パ

ル
テ
ノ

ン
神

殿

の
東

南

に
、
丘

を

一
段
低

く

け

づ
り
取

っ
て
、

遺

跡

の
風

到
を
壊

さ
な

い
よ
う
考
慮

し

て
建

て
ら

れ

た
、

小
さ

な
美
術

館

で
あ

る
。

一
八
七
八
年

に
建
設

以
来
、

ア
ク

ロ
ポ

リ

ス
の
丘
か

ら
出

土
し

た
彫
刻
を

、
陳

列
す

る
小

さ
な
建
物

だ

っ
た

の
が
、

発
掘

品
が

ふ
え

る
に
従

っ
て
東

に
細

長
く
増

築
さ

れ

て

い

っ
た
。

陳

列
品
は
、

ア
ク

ロ
ポ

リ

ス
の
丘

か
ら

発
掘

さ
れ

た

パ

ル
テ
ノ

ン
、

エ
レ
ク
テ
イ

オ

ン
な

ど

の
ギ

リ

シ

ャ
古

典
時
代

の
彫

刻
が
多

い
が

「
ア
ク

ロ
ポ

リ

ス
の

コ
レ
ー
」

と

愛
称

さ
れ

る
、

ア

ル
ヵ
イ

ッ
ク
中
期

の
イ
オ

ニ
ア
風

の
華

麗
な
十
数

個

の
少
女
像

が
、

こ
の
美

術
館

で
は
異

彩
を
放

っ
て
い
る
。

こ
れ

よ
り
先

き

に
、

ギ

リ
シ

ャ
に
大
型

彫
刻

が
現
れ

始

め

た

の
は
、

紀

元
前

七
世
紀

の
中
頃

で
、

ア
テ
ネ

国
立
博

物
館

に
あ

る

「
ニ
カ

ン
ド
ラ
奉
納

の
ア

ル
テ

ミ
ス

像
」

を
見

る
と

、
生
き

て

い
る
女
と

い
う

よ
り
、

冥
府

の
国

の
幽

魂

の
世

の
人
間
、
と

い
う
感
じ

で
あ

る
。

直

立
、

正
面

視
、
両
手

は
下

に
垂

れ
、

エ
ジ
プ

ト
風

の
髪

飾
り

の
か

つ
ら

を

つ
け

て

い
る

が
、

エ
ジ

プ

ト
彫

刻

の
具

象
性

と
は
違

う
、
抽

象

の
世
界

で
あ
る
。

ア

テ
ネ

国
立
博
物

館

に
は
、

も
う

一
つ
こ
れ

と
同

じ
、

ク

ソ
ア
ノ

ン
形
式

の

「
ア
ポ

ロ

ン
、

プ

ト
イ

オ

ス
神

殿
跡

か
ら
発

掘
さ
れ

た
婦

人
像
」

が
あ

る
が
、

こ
れ

は
頭

部
も

腕
も

な

い
棒

杭

の
よ
う

な
ト

ル

ソ
ー
な

の

で
、
女

人

の
情

緒

は
認
識

で
き
な

い
。

ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
美
術
館
の
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
彫
刻
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ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
美
術
館
の
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
彫
刻

先

年

の
ギ

リ
シ

ャ
旅
行

で
、
私

は
デ

ル
フ
ィ
美
術
館

の

「
ク

レ
オ

ビ

ス
と

ビ
ト

ン
」

を
見

て
お
ど
ろ

い
た
。

「
ニ
カ

ン
ド

ラ
奉
納

の
ア

ル
テ
ミ

ス
像
」

と
同
じ

ア

ル
カ

イ

ッ
ク
初

期

の
彫
刻

で
、
直

立
、

正
面
視
、
両
手

を
下

に
垂
れ
、

エ
ジ
プ

ト
風

の
か

つ
ら

を
同
じ
よ
う

に
着

け

て

い
る
が
、

左

足
を

一
歩
前

に
踏

み
出

し
、

胸
腹
と
腕

腰

に
か
け

て
、
不
釣

合
に
見
え

る
程
、

筋
肉
が
誇
張

さ
れ

て

い
る
。

エ
ジ
プ

ト
彫
刻

の
深
か

い
影
響

で
あ

る
事

は
、

一
見
し

て
解

る
が
、

あ
る
意
味

で
は

エ
ジ
プ

ト
彫
刻

よ
り
も

生
命
力

が
旺
盛

で
あ

る
。

こ
の
不
釣

合
に
見

え
る
筋
肉

の
誇

張
か
ら
く

る
、

生
命

力
と

ム
ー
ブ

マ
ン
は
、

日
本

の

「
仁

王
」

の
造

型

に
近
似
し

た
も

の
が
あ
る
。
作
者
は

ポ
リ

ユ
メ
ー
デ

ス
と
な

っ
て

い
る
が
、

ク

レ
タ
系
統

の
、
所

謂
る
ダ

イ
ダ

ロ
ス
様

式

で
あ

る
。

ギ
リ

シ
ャ
、

ア

ル
ヵ

イ

ッ
ク
初
期

の
大
型

彫
刻
に

"
生

気
"

を

ふ
き

入
れ
た
と
伝
え

ら
れ
る
、

ク

レ
タ
島

の
伝
説

の
彫
刻
家
、
ダ

イ
ダ

ロ
ス
の

「
生
気
」

と

い
う

の
は

「
仁

王
」

の
造
型

に
近
似
し

た
、

こ
の
動
き
と

迫
力
な

の

で
あ

ろ
う
か
。

ダ
イ
ダ

ロ
ス
や
デ

イ
ポ
イ
ノ

ス
の
活
躍

し
た
ク

レ
タ
島

は
、
今

歩

い
て
み
る
と
、

な
ん

の
変

哲
も
な

い
地

中
海

の

一
孤
島
だ

が
、

当
時
は
地
中
海
を
渡

っ
て
す
ぐ

エ
ジ

プ

ト
に
続
き
、

エ
ジ
プ

ト
王
朝

に
栄
え

た
大

型
丸
彫
り

彫
刻

の
影
響
を
身

近
に
受

け

て
、

仕
事

の
出
来

る
環
境

に
め
ぐ

ま
れ

て
い
た

の
で
あ
る
。

ギ
リ

シ

ャ
、

ア

ル
ヵ
イ

ッ
ク

の
彫
刻

は
、

ク

ソ
ア
ノ

ン
形

式
か
ら
、

ダ

イ
ダ

ロ
ス
様

式
を
辺

て
、

エ
ジ

エ
ジ
プ

ト
の
影
響

の
固

さ
か
ら
徐

々
に
脱
却

し
、

中
期

に
な

っ

て
、

イ
オ

ニ
ア
主
義

の
華
麗

な
技

法

か
ら
、

自
然

に
即

し

た
描
写
法
と
優

雅
さ
を
得

て
、

ギ
リ

シ

ャ
独

自

の
美

し
さ
に
発
展
す

る
。

一一64-,

 

紀
元
前

五
六
〇
年
頃

の
ア

テ
ネ
は
、
僑

主

ペ
イ

シ
ス
ト

ラ
ト

ス
の
イ
オ

ニ
ア
主
義

の
積

極
的

な
政
策

と
宣
伝

に
ょ

っ
て
、

ア

ル
カ
イ

ッ
ク
中
期

の
彫
刻

に
、

イ
オ

ニ
ア

風

の
華
麗

と
、
自
然
主
義

的
な
描
写

が
加

え
ら
れ

た
。

こ
の
頃
、

墓
像
と

し
て
、

ア
ポ

ロ
ン
像
と
し

て
の
ク
ー

ロ
ス

(青
年
像

)
と
女
神

へ
の
奉
納

彫
刻
と

し

て
の

コ
レ
ー

(少
女

像
)

が
盛

ん
に
製

作
さ
れ

た
。

ア
ク

ロ
ポ
リ

ス
の
遺

跡
か
ら
発
掘

さ
れ
、

ア
ク

ロ
ポ
リ

ス
美
術
館

に
陳

列
さ
れ

て
い
る
十
数
個

の
美

し

い

コ
レ
ー
も

、
紀

元
前

五

三
〇
年

か
ら
前

四
八
〇
年
頃

に
、

ア

ク

ロ
ポ
リ

ス
の
神

殿

の
女
神

ア
テ
ナ
な
ど
に
、
感
謝

と
愛

を

こ
め

て
奉

納
さ
れ

た
も

の
で
あ

る
。

ア
ク

ロ
ポ
リ

ス
美
術
館

の
北
側
第

二
室

に
、

ア

ル
カ
イ

ッ
ク
期

の
優
れ

た
彫
刻

「
仔
牛

を
担

う
男
」

「
三
頭

の
怪
物

」

が
な
ら
ん

で
い
る
。

「
仔

牛
を
担
う
男
」

ζ
ご
ω

Z
O
°
①
謹

(第

一
図
)



霧
綱'撚 聯.辮髪欝

難 灘 灘 襲
「螺

v、 轡 鰍 瓶
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、
購

聾

懸

簾
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騰

轟鋼
翻 ・
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琴

-轟

'

,
蝋

繍

・懲

鞭

・

籔

難

爪
ノ

鐸

、

欝群

・
難

雛
鍵
雛

難
講

縄
蜘
鞭

羨 へ 灘 、

蠣舞犠 懸、
繋 難 罫 難、 、

第1図 仔 牛 を 担 う 男

前

五
〇

〇
年

高

さ

一
・
五

二

m

大
理

石

男

の
胸

の
中
心

で
、

人
物

の
腕
と

仔
牛

の
足
を
強

引

に
交

差

さ
せ

た
、

思

い
切

っ
た
構
成

に
な

っ
て
い
る
が
、
担

っ
た
仔

牛

の
背
中

の

線

が

、
向

っ
て
右

に
低
く

下
り
、
男

の
顔

の
左

に
、

仔
牛

の
頭

を
高

く
食

出

さ
せ
、
重

量
を
左

上
に
強

く
引
き

つ
け

た
の

で

バ
ラ

ン
ス
が

動

き

、

二
個

の
頭
か
ら
右

ド

へ
強

い
斜
線

に
な

っ
て
、

返

っ
て
特

殊

な
面

白

さ
に
な

っ
た
。

男

の
大

き

い
目
と
、
微
笑

と
、

か

つ
ら

の
垂
れ

た
線

と

が
照

合
し

て
強

靱

な
印
象
を

あ

た
え

る
。

「
三
頭

の
怪
物

」
ζ
⊂
の

Z
O
°
ω
α

(
第

一
六
図
)

前

五
七

〇
年

石
灰
石
着
色

旧

ア
テ
ナ
神

殿

の
破
風

彫
刻
だ
が
、

髪
と
鷺

に
着
色

の
青
色

が
あ

ざ

や
か

に
、
印

象
的

に
残

っ
て

い
る

の
で

コ
、一頭

の
怪
物

L

と

い
う
よ
り
、

愛
称

「
青
障
」

で
知
ら
れ

て

い
る
。

と

び
出

た
眼
玉
と
、
頬

か
ら

顎
に
か
け

て
、

た
く
ま

し

い
肯
留

が

目
に

つ
き
、
鼻

ド

に
ピ

ン
と

は

ね
上

っ
た
気

取

っ
た
鷺
が
、

怪
物
と

い
う

よ
り
、
道

化
役
者

じ

み
た

愛

嬌
が
あ

っ
て
面
白

い
。

ア
テ
ネ
国
立

博
物

館

に
は
、

ア

ル
カ
イ

ッ
ク
中

期

の
ク

ー

ロ
ス

(青
年
像

)

の
優

れ
た
も

の
は
、
多

数

陳

列
さ
れ

て

い
る
が
、

コ
レ
ー

(少
女

像
)

の
美

し

い
も

の
は

非
常

に
少

な
い
。
数
個

の

コ
レ
ー

の
頭
部

や
、

エ
レ
ウ

シ

ス
発

掘

の

「
少
女
小

像
」

な
ど
も

あ
る
が
、

何

と

な
く
表
情

が
岡

く

て
沈

ん

で
い
て
、

は

っ
き
り

ア

ル
ヵ

イ

ッ

ク
、

ス

マ
イ

ル
の
出

て

い
る
も

の
が

な

い
。

ア
ク

ロ
ポ
リ

ス
美
術
館

に
は
、

ク

ー

ロ
ス
が

ほ
と
ん

ど
所

蔵

さ
れ

て
い
な

い
が
、

コ
レ
ー

の
優
れ

た
も

の
が
、
多
数

陳

列
さ
れ

て

い
て
、

ど
れ
も
花

の
蕾

の
よ

う
な
可

隣

な
美
し

さ
が
あ
り
、

ア

ル
ヵ

イ

ッ
ク
、

ス

マ
イ

ル
の
す

ば
ら

し
く

魅
力

的
な

コ
レ
ー
が
多

数
な
ら

ん

で

い
る
。

ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
美
術
館
の
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
彫
刻

一65一
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ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
美
術
館
の
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
彫
刻

中
国

大
同
府

の
大
同
石
仏
寺

の
第

一
二
窟

二
体

仏
の

ア

ル
カ
イ

ッ
ク
、

ス
マ
イ

ル
も
魅
力

的
な
微
笑

で
、
私

は

こ
れ

を
見

て
深
く

感
激

し

た
が
、
大
同

仏

の

"
微
笑
〃

は
謎
を
含

ん
だ
慈
愛

の
あ

る
静
寂

な
も
の

で
あ

る
。

北
京
山

中
商
会

の
井
上
支
店
長

の
斡
旋

で

「
古
拙

の
微

笑
」

の
美

し
く
出
た
六
朝
仏
の
頭
部
を

手

に
入

れ
、
今

で
も
邪
念

の
お

こ

っ
た
時

は
、
そ

の
前

で
端

座
し

て
、

静

か
に
邪
念
を
払
う
。

ア
ク

ロ
ポ

リ

ス
の

コ
レ
ー

の

「
微

笑
」

は
六
朝
仏

の
微

笑
と
異

な
り
、
少
女

の
発
刺

さ
と
知
性

が

そ
れ

に
よ

っ
て
強

め
ら
れ

る
。
概

し
て
明
る

い
表

情

で
あ
る
。

い
る
が
、
顔

は
大
理
石

の
気
味

の
悪

る

い
程

澄

ん
だ
白
色

で
、

血

の

気

の
失

せ
た
唇
に
、

優
娩
な
微
笑

を
湛
え

て
い
る
。

ギ

リ

シ

ャ
悲
劇

の
面

か
、

日
本

の
能
面
を
思
わ

せ
る
幽

玄
な
冷

た

さ
で
あ

る
。

室
内

に
眼
を
移
す
と
、
色

々
な
型

の
キ

ト

ン
を
着

た
少
女

が
肩
を

並
ら

べ
て

い
る
。

二
年
前

に
訪
れ

た
時
と
、
少

し
も
変

ら

ぬ
微

笑
を

浮

べ
た
表
情

で
あ

る
。

「
イ
オ

ニ
ア
風
衣
装

の

コ
レ
ー
」

ζ
C
ω

Z
O
°
①
刈
ω

(
第

二
図
)

前

五
二
〇
年

ペ
ン
テ
リ

コ
ン
大
理
石

イ
オ

ニ
ア
風
キ

ト

ン
を
着

た

コ
レ
ー
の
頭
部

で
あ

る
。

上
衣
を
右

ア
ク

ロ
ポ

リ

ス
美
術
館

の
左

側
奥

の
第

四
室

の
広

い
室

に
は
、

豊
麗
花

の
匂

う
よ
う
な
美

し

い

コ
レ
ー
が

ど

の
美
術
館
も
持

た
な

い
、
す
ば

ら
し

い
宝
庫

で
あ

る
。

鵜

鐸
嚢

飯
霧

脚蘭吻蘂

難
難

、

肩
を
接

し
て
十
数
個

な
ら

ん

で
い
る
。

こ
れ

は
、

世
界

の
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肩

か
ら
酒
落

れ

て
吊

っ
た
も

の
が
多

い
が
、

こ
の
少
女

は

土

衣
を
両

、

轟

、
　
瑠

鵬

・

く

、

肩

に

掛

け

て

、

襟

先

き

に

飾

り

を

つ

け

て

い

る

。

、
'

塁

・、、"

下
渠

張

っ
一し
目
が
つ
り
尚

癖
の
あ
る
微
笑
毒

書

も

灘

羅

　
購
,

細

灘

懸

響

継
讐

藤
卿擁

灘
灘

襲

「
ド
リ

ア
風
衣
装

の

コ
レ
ー
」
ζ

C
ω

Z
O
°
①
刈
Φ

(第

三

図
)

前

五
三
〇

年

高

さ

一
・
二

一
m

バ

ロ
ス
大

理
石

一
八
八
六
年

に

エ
レ
ク

テ
イ

オ

ン
神

殿

の

西
側

か

ら

発

掘

さ
れ

た
。他

の

コ
レ
ー
は

イ
オ

ニ
ア
風

の
華
美

な
衣
装

を
着

た
も

の
が
多

い

が
、

こ
の
少

女

は
、

ド

リ

ア
風

の
飾

り
も
模
様

も

な

い
単

色

の
ペ
プ

ロ
ス
を
着

て
、
装
身

旦
ハも

つ
け

て
い
な

い
。

上
衣

の
右

脇

で
、
わ

つ
か
に
襲
を

つ
け
、

布

を
重
ね

て
飾

り

に
し
、

ペ
プ

ロ
ス
の
腰

か
ら

下

へ
間
隔

を

置

い
て
、

上
衣

の
右

の
下
端

の
窪

み
に
、
僅

か

で
は
あ

る
が
は

っ
き

り
と
、

唐

草
模
様

が
残

っ
て
い

る
の
と
、

斑
点

が

見
え

る
が
、

ペ
プ

ロ
ス
の
要

所

に
唐

草

の
帯

模
様

が
描

か
れ

て

い
た

よ
う

で
あ

る
。

髪

の
飾

環
も
、
前

か
ら

見
え

な

い
程
小

さ
な
も

の
で
櫛

上

げ
ら
れ

た
髪

の
下

か
ら
、

端
麗

な
可
憐

な

顔
と
、

髪

と
眼

に
臆
脂

の
色
彩

が
、

唇

に

口
紅

の
ピ

ン
ク
が
鮮

か

に
残

っ
て

い
る

の

で
、

ア

ル
カ

イ

ッ
ク

の
微

笑
が
、

る
。

供
物

を
持

つ
手

と
、

額

の
髪

の

一
部
と

足
先
き

が
欠

け

て
い
る
が
、

他

は
き
れ

い
に
残

っ
て
い
る

。

「
コ
レ
ー
立
像
」

H≦
ご
ω

Z
O
°①
刈
偽

(
第
〔四

・
五
図

)

ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
美
術
館
の
ア
ル
カ
イ

ッ
ク
彫
刻

調1欝
1.鐘'壷 解 叢 灘 ・ 硲

鴨 渚

囎鵬欝

≪.:::敵謬 無
。、 購 狸 辮 版灘

・ 羅 .、、 講 期 臨
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博

共

色

の
プ

リ
ー

ツ
が
祝

に
下
り

て

い
る
。

プ
リ
ー

ツ
の
膝

の
辺
り

に
添

っ
て
、

肝
草

模
様

と
同
色

の
茶
色

の

大
き

い
.刀

が
出

て
い
る
。

若

い
少
女

の
蒲
純

な
美

し

さ
を
、

一
曽
活

々
さ
せ

て
い

`.67_.

紬
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ア
ク

ロ
ポ

リ

ス
美

術

館

の

ア

ル
カ

イ

ッ
ク

彫

刻

第4,5図 コ レ ー 立 像

前

五
〇
〇
年

高

さ
○

・
九

一
m

パ
リ

ア

ン
大

理
石

一
八
八
六
年

に
パ

ル
テ

ノ

ン
神
殿

の
南

西
か
ら

発
掘
さ

れ

た
。

イ

オ

ニ
ア
風

の
キ
ト

ン
を
着

て
右

肩
か
ら

上
衣

を

吊
り
、

頭

に
飾
環

を

つ
け

て

い
る
が
、

全
体

に

コ
バ
ル

ト
、

み
ど
り
な
ど

の
色

彩
が
美

し
く
残

っ
て

い
る
。

他

の

コ
レ
ー
は
、

眼
を
嚥

脂

に
彩
色

さ
れ

て

い
る
が
、

こ
の
少
女

は

ア
イ

シ

ャ
ド
ー
を

つ
け

た
よ
う

に
、

黒
色

に

塗
ら
れ

て
い
る

の
は
珍
ら
し

い
。
大
き

な
目

の
、

深
か

い

黒

が
、
艶

っ
ぼ
く
う
る

ん
で
み
え
る

の
で
、

口
紅

の
薄

い

ピ

ン
ク
と
、
お
だ

や
か
な
微
笑
と

で
、
清
楚

な
人
柄

を
感

じ

さ
せ
る
。

後

ろ
姿

も
、
肩

か
ら
胸

の
厚

さ
が
少

な

い

の
で
、

胴
が

細

く
み
え
、
吊

っ
て

い
る
薄
ぎ

ぬ
は
背
後
が
丈

が
短

か

い

の
で
、
細

腰
が
大
き
く
現

れ
る
。

髪

の
飾

環

の
後
ろ

の
垂
れ

は
、

長
方

形

に
薄

ぎ

ぬ
の
背

中

に
重

な

っ
て
垂
れ

る
。

「
イ
オ

ニ
ア
姿

の
少
女
」
ζ
⊂
ω

Z
O
°
①
・゚
吋

(第

六

・
七

・
八
図
)

前

五

二
五
年

高

さ

一
・
八

二

m

大

理
石

イ

オ

ニ
ア
風
文
化

の
粋
と
見

ら
れ
る
姿

の
少

女
像

で
あ

一68一
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第6図 イオニ ア 姿 の 少 女

 

る
。
当
時

の
苧

や
か
な

ア
テ
ネ

の
社

交

界

に
君
臨

し

た
、

誇
り
高

い
女
挫

の
、

自
信

に

満

ち
た
拳

止
が
、
顔

か
ら
、

キ

ト

ン
の
着

こ
な

し
に
も

よ

く
現
れ

て
い
る
。

薄

ぎ

ぬ
に
包

ま
れ

た
し
な

や

か
で
遼
し

い
足
、
左

腕
を

少

し
後

ろ

に
引

い
て
、

胸
を

張
り

、
キ

ト

ン
の
端

を

つ
ま

ん

で
左

足
を
前

に

ふ
み
出
し

た
姿

は
、

拮
楚
端

麗
で
、

当

鴫

の
ア
テ
ネ

の
流
有

を
リ

ー
ド
し

た
高

踏

的
な
容
姿

で
あ

ろ
う
。

眼
も

自
分

の
知
性
を

認
識

し

た
や

さ
し

さ
が

見
え
、

ア

ル
カ

イ

ッ
ク

の
微
笑

の
ー1
辺

が
、
度

肉
な

ふ
く
み
を
湛

え

て
、
慶

し
く
耀

い
て

み
え

る

、
髪

は
美

し

い
巻

丘
に
し

て

派

乎

な
デ

ィ
ア
デ

イ

マ
を
か
む

っ
て

い
る
。

横
、顔
も
鼻

筋
が
高

く
と

お
り
、

大
き

い
耳
飾
り

を

つ
け

て
、
細

く
撚

っ
た
髪

を
胸

に

嘱
.ら

せ
て

い
る
。

後
ろ
姿
も

、
腕

を
張

っ
た

屑
巾

か
ら
、

急

に
細

腰

に
な

っ
て
い
る

の
で
、
洗
練

さ
れ

た
粋
き
好

み

の
容

姿
が
躍
如

と
し

て

い
る
。

口
本

の
茶

羽
織

の
好

み
と
通

じ

る
も

の
が

ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
美
術
館

の
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
彫
刻

攣懸 謙 、
ぐ も サ へ

溝鱗.

1幽1
る ド

蜘 盛
鍾 響 蓋'

第7図 同 背 後第8図 同 頭 部
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ア
ク

ロ
ポ

ーー

ス
美

術

館

の
ア

ル
カ

イ

ッ
ク

彫
刻

驚

、

第10図 同 正 面 半 身

あ

る
。

飾

環

の
後

ろ

の
垂

れ

も
、
巾

が
細

く

長
く

て
腰
ま

で
垂
ら

せ
て
い

る
。

9
図

の
後

ろ
姿

と
く
ら

べ
る
と

、

同
じ
型

の

イ
オ

ニ
ア
式

の
衣
装

で
あ
り
な

が
ら
、
趣
味

の
違

い
と
、

キ

ト

ン
の
着

付

け

の
相
違

で
、

こ
ん

な
に
粋

な

ス
タ

イ

ル
に
な
る
。

イ
オ

ニ

ア

ン
、

ス
タ
イ

ル
の
代
表

的
な
美

し
い

コ
レ
ー
で
あ

る
。

一
八
八
六
年

に
、

エ
レ
ク
テ

イ
オ

ン
神

殿

の
北
西

か
ら

発
掘

さ
れ

た
。

「
供
物

を
両
手

で
持

つ
コ
レ
i
」
竃
¢
ω
Z
O
°
①
。゚α

(
第
九

・

一
〇

図
)

前

五
〇

〇
年
ー
前

四
九

〇
年

高

さ

一
・
二

一
m

イ

オ

ニ
ア
風

の
キ

ト

ン
に
襲

の
荒

い
薄
ぎ

ぬ
を
右
肩
か
ら

吊

っ
て

い
る
。
髪

の
飾

環
も

つ
け
て

い
る
が

、

こ
の

コ
レ
ー
は
神

へ
の
捧

げ
物

を
両
手

に
持

っ
て

い
る

の
で

非
常

に
珍
ら

し

い
型

で
あ

る
。

片

手

で
捧

け
物

を

持
ち
、
片
手

を
下
げ

て
衣
服

の
端

を
摘

ん
だ
姿

が
、

コ
レ
ー
の

定

型

に
な

っ
て
い
る

が
、
両

手

で
供
物

を
持

つ
為

に
、
両
側

と
も

衣
服
が
裾

ま

で
下

り

て
い
る
。

肩
巾
と
腰

が
特

に
小

さ
く
、

下
着

の
襲
が

み
な
直
線

で
裾

ま

で
下
り
て

い
る

の
で

後

ろ
姿

も

ズ
ボ

ン
か

タ
イ

ッ
を
穿

い
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。

顔

の
表
情
も

固
く

、
微

笑
を

ふ
く
ま
な

い
容
貌

は
、

ア
テ
ネ
国
立
博
物
館

の

コ
レ

ー
の
型

に
似

て
い
る
。

捧
げ
物

を
両
手

に
指

つ
型

は
、

非
常

に
珍

ら

し
く
、

左
手
は

腕
先

き

が
少

し
残

っ
て

い
る

が
、

右
手

は
腕

の
関
節

か
ら
欠

け
て
、
丸

い
穴

に
な

っ

て

い
る
。
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一
八

八

八

年

に

パ

ル

チ

ノ

ン

神

殿

の

南

西

か

ら

出

土

し

た

。

「
コ

レ

ー

・立

像

」

H≦
[
「しっ

Z
O

°
①
刈
]-
(
第

一

一
図

)

、
,・

㌔ミ
窪'

イ【て

こ
の
少

女
は

・

西

図
と
同

じ

ニ
ッ
ト

の
よ
う

な
編
物

の
幸

ン

・

.

」

第

を
着

て

い
る
が

、

そ

の
上

に
ガ

ウ

ン
の
よ

う
な

ク

ロ
ー

ク

を
羽
織

っ

て

い
る
。

ク

ロ
ー

ク
の
衿

の
線

が
、

二
筋

の
直
線

に
な

っ
て
衿

か

ら
裾

に
ま

っ
す
ぐ

に
下
り

て
い
る
型
は
、

珍

ら

し
い
。

イ
オ

ニ
ア
風

の
、

美

し

い
曲

線
を

え
が

い
た

華
美

な
衣
装

と

比

べ
る
と
、

当
時

の
ア
テ
ネ

の
質

実

な
家
庭

の
少
女

が
偲
ば

れ

る
。

編
物

の
キ
ト

ン
の
模
様

も
、

ジ
グ

ザ
ク

で
直
線

に
並

ん

で
下

に
お

り
、

ド
着

の
裾

の
獲
も

直
線

で
、

全

て

垂
直

線

の
並

列

で
、

僅

か

に
ク

ロ
ー
ク

の
盛

り
あ

が

っ
た
肩

に
、

上
昇
す

る
細

い
数

本

の
美

し

い
曲
線

と
、
胸

に
垂
れ

た
髪

の
強

い
斜
線

が
、
構

図

の
極

め
手
と

な

っ
て

い
る
。

「
イ
オ

ニ
ア

風
の
少

女
」
】≦
C
ω

Z
ρ

①
刈
α

(第

一
二

.

=
二
図

)

前

五

一
〇
年

高

さ

五
五
、

五

㎝

キ

オ

ス
大

理
石

イ
オ

ニ
ア
風

の
華
美

な
キ

ト

ン
を

つ
け

た

こ
の

コ
レ
ー

は
、

一
八
八
六

年

に
頭
部

を

発
掘

さ
れ
、

一
八
八

八
年

に
ト

ル
ソ
ー
が

出
⊥
し

て
継
ぎ

合

せ
た
も

の
で
、
場

所

は
ど
ち
ら
も

パ

ル
テ

ノ

ン
紳

殿

の
蔚

か
ら
発
掘

さ
れ

た
。

イ
オ

ニ
ア
式
特
有

の
華
美

な

服
装

で
、

全
身

に

わ
た

っ
て
古
代

の
色

彩
が
美

し
く
残

っ
て

い
る
。

ア
ク

ロ
ポ
リ
ス
美
術
館
の
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
彫
刻
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ア
ク

ロ
ポ
リ
ス
美
術
館
の
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
彫
刻

緑
色

の
キ
ト

ン
の
右

肩

か
ら
、
白

の
薄

ぎ

ぬ
を
吊

っ
て

い
る
が
、

,聚

の
デ
リ
ケ

ー

ト
な
曲
線

が
、
美

し

い
リ
ズ

ム
を

え
が

い
て
、
胸
と

腰
を

包

み
、
白

地
に
緑
と

嚥
脂

で
大
柄
模
様

が
描

か
れ

て

い
る
が
、

模
様

の
色

彩
も
美

し

い
。

頭

の
飾
環

の
ド

か
ら
、

櫛
ヒ
げ

ら
れ

た
髪

が
波

う
ち
、

エ
メ
ラ

ル
ド

の
耳
飾
り

を

つ
け

て
い
る
。

大
き
な
印

象
的

な
眼
と
、
美

し

い
ア

ル
カ
イ

ッ
ク

の
微

笑

が
、

渾
然
と

溶
け
合

っ

て
優

娩
な

ム
ー
ド
が
出

て

い
る
。

イ
オ

ニ
ア
風

の
美

し

い
典

型
的

な
風
貌

で
あ

る
。

「
コ
レ
ー
立
像

」
ζ
C
ω

Z
O
°
①
ざ

(第

一
四

・

一
κ
図

)

軌剛
五

二
〇
年

詫
同
さ

一
・
一一∵
じ
m

大

理
石

ニ
ッ
ト

の
よ
う

な
袖

の
あ

る
編
物

の
キ
ト

ン
を
着

て
、

裾

長

に
薄

ぎ
ぬ
を
ま
と

い

左
手

を
前

に

回
し

て
薄

ぎ

ぬ
の
端

を
持
ち
あ

げ

て
い
る
。

イ
オ

ニ
ア
風

の
優

美

な
衣

装

を

つ
け

た

コ
レ
ー

の
な

か

に
あ

っ
て
、

一
風
変

っ
た
容

姿

の
少
女

で
あ

る
。

キ

ト

ン
の

デ
ザ

イ

ン
も
、

袖

の
形
も

ゴ

ル
フ
場

で
ょ

く

見
か

け
る

ス
ポ
ー

テ
ィ
な

風

采

で
、

イ

オ

ニ
ア
文

化

の
少
女
と

し
て
は
異
色

で
あ

る
。

横
顔

の
髪

の
飾
環

の
下
か

ら
、

丸

い
耳
飾
り
を

つ
け
た

大
き

い
耳

が
見
え
、
微

笑

の
口
議

と
、
何

か
を
見
詰

め

る
瞳

が
活

々
さ
せ

て

い
る
。

頭

の
飾

環

に
も
、
丸

い
耳
飾
り

に
も
小

さ
な
花
模
様

が

描

か
れ

て

い
る
。

一
八
八

六
年

に

エ
レ
ク
テ
イ

オ

ン
神

殿

の
北
西

の
地

下

で
発

見
さ

れ

た
。

一
一
図

の

コ
レ
ー

は
、
同

じ
編
物

の
キ

ト

ン
の
上

に
、

ク

ロ
ー
ク
を
羽
織

っ
て
い
る
。

「
ア

ン
テ

ノ
ー

ル
の

コ
レ

ー
」

]≦
⊂
ω
Z
O
°
①
○。
H
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銘

文

に
よ
り

、

作
者

は

ア

ン
テ
ノ
ー

ル
、

奉
納

者
は

ネ

ア

ル
コ
ス
と
さ
れ

て

い

る
。

高

さ

一
・
八

八

m
の
大

理
石

で
、

イ

オ

ニ
ア
風

の
華

美

な
キ

ト

ン
に
、
右

肩
か

ら
薄

ぎ

ぬ

の
襲

の
美
し

い
ヒ
衣
を

吊
り
、
左

腕
を
少

し

引

い
て
裾

を
持

ち
あ
げ

て

い

る
姿

は
、

六

図

の

「
イ

オ

ニ
ア
姿

の
少

女
」

の
型

に
似

て
い
る
。

供

物

を
持

つ
右
P

は
欠
け

て

い
る
が
、

肩
巾

の
広

い
上
半
身

か
ら
、

足
の
先

き

に

細

く

絞
ら
れ

て

ゆ
く
容
姿

は
、

イ
オ

ニ
ア
風

の
優

雅
な

姿
が

よ
く

現
れ

て

い
る
。

鼻

か
ら

口

に
か
け
て
、
欠

損
が

あ
る

の
で
、

微
笑

の
様
相

が
解

ら
ず
顔

の
魅
力
が

見
ら
れ

な

い

の
は
、

残
念

で
あ

る
。

「
果
実

を
持

つ

コ
レ
ー
」

竃
¢
の
Z
O
°
。。
8

前

五
三

〇
年

高

さ

一
、

〇

三

m

大

理
石

一
八
八

六
年

に

エ
レ
ク

テ
イ
オ

ン
神

殿

の
北
西

か
ら

発

掘
さ
れ

た
。

こ

の
像

は
、

珍
ら
し

く
供
物

を
捧
げ

る
右
手

が
補

修

さ
れ

て
残

っ
て
い
る

の
で
、

貴
重

な
も

の
で
あ
る
。

供
物

の
果
実

は
、

美
術
館

で
は

ア

ッ
プ

ル
と
な

っ
て

い
る

が
、

ざ
く

ろ

で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。

キ

ト

ン
か
ら
薄
ぎ

ぬ

の
襲
に
か
け

て
、

極

彩
色

の
跡

が
随
所

に
残

っ
て
い

て
、
相

当
き

つ
い
色

彩
が
施

こ
さ
れ

て

い
た

こ
と
が

解
る
。

髪

の
飾

環

は
小

さ
な
も

の
を
後

頭
部

に

つ
け

て

い
る

の
で
、
前

か

ら
は
余

り
見

え

な

い
。
飾

環

の
背

後

の
垂

れ
は
、

長
方

形

で
下
端

が
水

平

に
織

り
止

め
に
な

っ
て

い

る
も

の
が
多

い
が
、

こ

の

コ
レ
ー

の
垂
れ

だ
け

は
、
細

い
先

の
尖

っ
た
も

の
が
並
列

さ
れ

て
い
る
珍

ら
し

い
型

で
あ

る
。

ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
美
術
館
の
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
彫
刻

一73一

レ騰



ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
美
術
館
の
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
彫
刻

後
姿

の
薄

ぎ

ぬ

の
,嚢

の
す
ぐ

下

の
腰

に
、

土
中

で
の
雑

物

の
大
き

い
く

っ
つ
き

が
あ

っ
て
、
美

観
を

殿
し

て

い
る
。

「
コ
レ
i
立
像
」

一≦
ご
ω

Z
O
°①
c◎
幽

前

四
九

〇
年

高

さ

一
・
一
=

m

大

理
石

一
八
八
ニ
ー

八
三
年

に
、

パ

ル
テ

ノ

ン
の
東

か
ら
出

土

し
た
。

こ
の

コ
レ
ー
は
、

胸
部

が
.厚
く
、

キ
ト

ン
も

薄
ぎ

ぬ

の
襲

も
慎
重

に
深

く
彫
り

込
ま
れ

て

い
て
、

重

厚

で
優

雅
な
印
象
を

う
け

る
。

顔

の
表
情

も
立

派

で
、

日
本

の
仏
像

に
見

る
荘
厳

さ
さ

え
窺

え
る
。
頭

の
飾
環
も

花
飾
り

の
ふ
ち

の
な

い
お
碗

の
よ
う
な
形

で
、
前

か
ら
見

る
と
、

に
仏
像

の
光

背

そ

っ
く
り

に
、

細
く

丸
く
見

え

る
。

イ

ォ

ニ
ア
風

の
優

艶

な
美

し
さ

で
も

な
く
、
可

憐
清
楚

で
も

な
く
、

ア
ク

ロ
ポ

リ

ス
の

コ
レ
ー
と

し

て
は
、

珍
ら

し

い
重
厚

な
優
雅

さ

で
あ

る
。

立
派
な
顔
の
頭
上

ク

ー

ロ
ス

(青
年

像
)
は
、

ア
ク

ロ
ポ

リ

ス
か
ら
余

り

発
掘

さ
れ
て

い
な

い
。

ク

ロ
ー

ス
の
優
れ

た

も

の
は
墓
像

に
多

い
の
で
、

各
地

で
出
土

し

た
優

れ
た

ク
ー

ロ
ス

は
、

ア
テ
ネ
国
立
博

物
館

に
集

め
ら

れ
、
多
数
陳

列

さ
れ

て
い
る
。

ア

ッ
テ
イ
カ

の
ヴ

ォ

ロ

マ
ン
ド
ラ

の
墓
地

で
発

見
さ
れ

た

「
ヴ

ォ

ロ
マ
ン
ド

ラ
の
青
年

墓
像
」

は
、

紀

元
前

五
六
〇
年

頃

の
作

で
、

ア

テ
ネ
国

立
博

物
館

の
ク
ー

ロ
ス

の
中

で
も
、

ア

ル
カ

イ

ッ
ク
中

期

の
典

型
的
な
美

し

い
彫

刻

で
あ

る
。

同

じ
美
術
館

の
、

ア
ポ

ロ
ン
、
プ

ト
イ
オ

ス
神

殿
跡

か

ら
出
土

し
た

「
ア
ポ

ロ
ン
像
」

と
較

ら

べ
る

と
、
定

型
は
継

承
し
な

が
ら
も
、

ア

ル
カ
イ

ッ
ク
中

期

の
イ
オ

ニ

ア
文
化

の
自

然
描
写

と
優
雅

な
思
想

に
よ

っ
て
、
格

段

の
進
歩

の
あ
と
が
見

ら
れ

る
。

ア
ク

ロ
ポ

リ

ス
美

術
館

の

「
青
年
立
像
」

ζ
C
ω

Z
O
O
Φ
。゚
は
、
前

四

八
五
年

の
大

理
石
像

だ
が

「
ヴ

オ

ロ

マ
ン
ド
ラ

の
青

年
墓
像
」

よ
り
は
、

時
期

の
く
だ

る
も

の

で
、
顔

の
表
情

、
頭

髪

の
手
法

な
ど

に
、

又
大
分
変

化
が

見
ら
れ
、

胸
か
ら

腰
に
か

け
て

の
技
法

も
観

念

的

な
も

の
か
ら
、

自
然

描
写

に
よ

る
写

実
味

が
加

え
ら
れ

て
き

た
。

エ
ジ
プ

ト
風

の
固

さ
か
ら

開
放
さ
れ

て
、

の
び

の
び

と
自
由

に
な

っ
て
き

て

い
る
。

一
九

三
六
年

に
、

ア

ッ
テ
イ
ヵ

の
ア
ナ
ヴ

ュ
ッ
ソ
ス
の
墓

地

で
発

見
さ
れ

た
、

ア
テ
ネ
国

立
博

物
館

の

「
ア
リ

ス
ト

デ
イ

コ
ス
青

年
墓
像
」

は
前

五
〇
〇

年

の
作

だ

が
、

ア
ク

ロ
ポ
リ

ス
美

術
館

の

「
青
年

立
像
」

よ
り
又

一
層
技

術

の
進
ん
だ
も

の
で
あ

る
。
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ア

ク

ロ
ポ

リ

ス
爽

術

館

の

ア

ル

カ

イ

ッ
ク

彫

刻
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て

い

る

。

ア

ル
カ

イ

見

せ

つ

つ

、

弛
ま

ぬ
努
力
が

な
さ
れ

て

い
る

こ
と
は
見

逃
せ
な

い
。

徐 ツ
4ク

に の

占 こ
典 の

時 頃
代 の、
へ

の コ
、 レ

1

(少
女
像

)

に
し
て
も

ク
ー

ロ
ス

(
背
年
像

)

に
し

て
も
、

ア

ル
カ
イ

ッ
ク
の
定

型
は
継

承
し

な
が
ら
、

刻

々
微
妙

な
変
化

を

直

漢

」i:

凶i

視
、

両
夢

を
垂

れ
た

ア

ル
カ
イ
ク

の
定

型

は
維

持

し
な
が

ら
、

胸

か
ら
腰
え

の
肉
付

け

の
手
法

も
、

顔
、

頭
髪

の
写

実

の
技

術
も
、

層
の
冴
え
を
見
せ


